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 戦争の爪あとがまだ生々しく残っていた昭和 22 年

に、文部省が発行し全国の小学校で使われた副読本『あ

たらしい憲法のはなし』には、憲法９条が定める戦争

放棄について次のように書かれている。 

 「いまやっと戦争はおわりました。二度とこんなおそろしい、かなしい

思いをしたくないと思いませんか。こんな戦争をして、日本の国はどんな

利益があったでしょうか。何もありません。ただ、おそろしい、かなしい

ことが、たくさんおこっただけではありませんか。戦争は人間をほろぼす

ことです。世の中のよいものをこわすことです。だから、こんどの戦争を

しかけた国には、大きな責任があるといわなければなりません。このまえ

の世界戦争のあとでも、もう戦争は二度とやるまいと、多くの国々ではい

ろいろ考えましたが、またこんな大戦争をおこしてしまったのは、まこと

に残念なことではありませんか。 

 そこでこんどの憲法では、日本の国が、けっして二度と戦争をしないよ

うに、二つのことをきめました。その一つは、兵隊も軍艦も飛行機も、お

よそ戦争をするためのものは、いっさいもたないということです。これか

らさき日本には、陸軍も海軍も空軍もないのです。これを戦力の放棄とい

います。「放棄」とはすててしまうということです。しかしみなさんは、け

っして心ぼそく思うことはありません。日本は正しいことを、ほかの国よ

りさきに行ったのです。世の中に、正しいことぐらい強いものはありませ

ん。 

 もう一つは、よその国と争いごとがおこったとき、けっして戦争によっ

て、相手をまかして、じぶんのいいぶんをとおそうとしないということを

きめたのです。おだやかにそうだんをして、きまりをつけようというので

す。なぜならば、いくさをしかけることは、けっきょく、じぶんの国をほ

ろぼすようなはめになるからです。また、戦争とまでゆかずとも、国の力

で、相手をおどすようなことは、いっさいしないことにきめたのです。こ

れを戦争の放棄というのです。そうしてよその国となかよくして、世界中

の国が、よい友だちになってくれるようにすれば、日本の国は、さかえて

ゆけるのです。」 
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どうすれば非武装で国を守ることができるだろうか？


